
別表第１（第５条関係)

【事務事業の基本的事項】
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（単位：千円）

予 算 費 目

運 営 方 法

市民サービス

仙北市消防団の設置に関する条例／仙北市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例
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基本計画 消防体制の充実と消防団の育成強化

市消防団の組織強化
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施策の大綱
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【事務事業の今までの成果】

【事務事業を取巻く環境】

【一次評価】

※一次評価の判定がＢ～Ｄのときは、下記に必ず記入すること。

【二次評価】

判 定 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ 消防団員は災害発生時に地域住民の生命や財産を守るための重要な役割を担っており、引き
続き組織の強化を図る必要があると考える。

判 定 事 業 の 方 向 性 判 定 に 至 っ た 理 由

Ａ
Ａ 現状のまま継続（実施）

組織として消防団は重要である
Ｂ 見直しの上で継続（実施）

Ｃ 大幅な見直しの上で継続（実施）

Ｄ 休止・廃止（統合を含む）を検討する事業

【具体的な今後の取組内容（改善の方向性、対象、意図、手段等について記載すること。）

若者の入団者が減少しているが、災害発生時には率先して出動してくれている。

国・県・他自治体の動向

事業に対する市民の意見
（事業に対する期待、要望、苦情等）

近年、女性消防団員を採用している自治体も増えている

市民の防災（消防団）に対する期待は非常に高い
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